
 
 
 

イーストプラザいこまい館の町民ギャラリーにおいて、愛知万博の一市町村一国フレンド

シップ事業で本町がホームタウンとなるインドネシア共和国を紹介する『インドネシア展』

を開催しています。 

今回は、在東京インドネシア大使館の全面協力のもと大使館が所蔵する珍しい伝統工芸品

や東京インドネシア共和国学校の児童が描いた絵も展示しています。 

これだけの大使館所蔵品が大使館以外で展示される機会はめったにありません。この機会

に存分にインドネシアを堪能してください。 

 

      

 

■とき    第１弾 平成１７年８月１３日(土)～２１日(日)午前９時～午後９時まで 

       第２弾 平成１７年８月３０日(火)～９月８日(木)開催予定  

■ところ   いこまい館１階町民ギャラリー 

■展示内容  神鳥「ガルーダ」の木彫・「ルマ・ガダン」の大型模型をはじめ、ガムランな 

どの楽器やバティックの織物・少数民族の刀剣など 

■入場料   無料 

■問合せ   イーストプラザいこまい館 イーストプラザ国際交流担当 

       電話  0561-37-5814 
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ミナンカバウ族の高床式伝統的家屋のことで、 

直訳すると「大きな家」という意。反り返ったような屋根は 

水牛の角を形取っている。 


